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平成28年度　動物愛護推進員の活動実績報告

・「１．愛護･適正飼養の啓発」が12件と、最も多かった。 

・「２．繁殖制限の助言」は2番目に多く、獣医師に多く見られた。 

・「５．災害時施策への協力」は1件だった(実質参加は２名)。 



（報告からの抜粋）

１．愛護･適正飼養の啓発

２．繁殖制限の助言

３．譲渡のあっせん等

４．行政施策への協力

５．災害時施策への協力

推進員活動の具体例

・イベントでアニマル紙皿クラフトを作り、愛護啓発を行った。 

・公園で清掃活動を行いながら、犬の散歩をされている方などにウンチ袋を配布し、マナー

啓発を行った。 

・子犬・子猫の飼育指導を行った。 

・学校等を訪問し、児童・生徒・学生及び幼児に対して動物愛護について話した。 

・動物とのふれあいによりいのちの大切さを伝えた。 

・更正施設入所者に対して動物愛護・更正保護について講義した。 

・２年生の児童（５３名）に、遠足（うだ･アニマルパーク）の事前学習として、動物と人の命に

ついて話をした。 

・小学校の読書の時間に３年生児童を対象として、ペットの適正飼育に関わる本を読み聞

かせた。 

・夏休みの課題「自由研究」の取材に来校した児童に、ペットの適正飼育に関わる話をした。 

・児童に動物と人との関わりについて話した。 

・パンフレット等の啓発物を窓口に設置した。 

・犬の糞の放置禁止ポスターをボランティア団体等に提供した。 

・避妊・去勢手術の啓発を行った。 

・学校で飼育しているウサギ、チャボ等の診察及び去勢手術を実施した。 

・適正飼養を体現するよう努め、飼い方について助言した。 

・子猫の里親募集を動物病院内及び病院ＨＰを活用して行った。 

・保護犬の健康診断、避妊・去勢手術及び飼育指導を行った。 

・捨て猫を保護し、新しい飼い主に譲渡した。 
 

・なら動物愛護フェスティバルに参加した。 

・防災訓練に参加した。 

・狂犬病予防注射の実施に協力した。 

・保護された犬猫の健康相談や避妊・去勢手術を実施した。 

・児童にうだ・アニマルパーク見学後の指導を行った。 

・近畿府県合同防災訓練に参加し、ペットの同伴避難訓練に伴う、避難所生活指導等々に

ついて講義した。 


